



















〔で定義する。7((I,g),r(",z)を不完全gamma関数である。α>0, Z>を次で定義する。7( I,g),r(",z)を不 gamma
()に対して
γ("‘)=〃',誓訓‘"ル,｡'=帯


























































































ここでf＝0は分岐点1)1･all(､ll l)oillt, /=入は1位の極siml)IcI)olc, f=1
は鞍点sda(1(llcl)oilltであることに注意する。







































2 、/冒而伽=0 α" ‘
=#+o(方）い=1)
を得る。これで定理は完全に証明された。□
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